Vorstellung der Magisterarbeit 2012 by 川邉 崇史 & Kawabe Takafumi
2012年度修士論文要旨
その他のタイトル Vorstellung der Magisterarbeit 2012
著者 川邉 崇史
雑誌名 独逸文学
巻 58
ページ 153-154
発行年 2014-03-20
URL http://hdl.handle.net/10112/00017983
関西大学『独逸文学』第58号2014年3月
2012年度修士論文要旨
川邉崇史
間接話法の独英比較
一『トニオ・クレーガー』を中心に－
小説であれ、報道記事であれ、語りが展開される場面で間接話法は重
要な機能を担っている。間接話法における特徴は言語によって様々であ
り、同族言語である英語とドイツ語においても違いがある。本稿では、
間接話法に関してドイツ語と英語を比較し、両言語における語りの手法
を考察する。
初めに問題提起として、 1968年にイギリスの歌手、メリーホプキンが
歌って流行となった「悲しき天使」 (Thosewerethedays)という曲の
中のサビの部分における英語の間接話法を取り上げる。ここでは英語の
間接話法において、仮定法と GGthat''が使用されていないことから、主
文と従属文の関係性が暖昧になり、読み手はコンテキストによってその
関係性を判断せざるをえなくなっている。
次に第1章では、D"伽",G7α加加α倣庇γ血"応c〃e"Gege"wc"応叩"clie
とACO'""e/ie"ve〃α加加"qf"iee"gﾉなル/α"g"αgeの記述から、文法理
論の整理を行う。D"庇"では間接話法は接続法の機能領域に含まれてい
るのに対し、 44co"p形〃e"卿e〃α加加α'においては独立したG6Reporting
thelanguageofotherg'(他人の発言の報告） という章で説明され、そこ
での言語手段はほとんどが直説法である。中世英語、初期近代英語の間
接話法においてはまだ接続法、つまり仮定法がより広く用いられていた
が、現代英語では「間接的指令」においてしか仮定法が使われておらず、
ドイツ語と比べると機能領域が限られている。そして、英語とドイツ語
の間接話法における最も大きな違いは、英語においては時制が変換きれ、
ドイツ語では叙法(Mood)が変換されることである。
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続いて第2章では、上記のような違いが実際の語りにおいてどのよう
な影響を及ぼしているかを明らかにするため、 トーマス・マンの作品『ト
ニオ・クレーガー』を取り上げ、 ドイツ語オリジナルと二種類の英訳版
を比較考察する。まずドイツ語の原文から動詞の語形を拠り所に接続法
を拾っていき、 さらにその中から間接話法のみを抜粋し、それらに対応
する英語訳を照らし合わせて観察する。その際英語ではthatの使用、
that節から違う形式（分詞構文、SVOC構文、tO不定詞等）への変換、
コロン“ ： ”によるthatの代用、時制の一致など、仮定法を使えないこ
とからくると思われるいくつかの興味深い現象が見られた。それらの現
象から、 ドイツ語の間接話法では主文との関係性を示ために接続法が用
いられ、それに対して英語の間接話法では、仮定法を使わず時制の一致、
tO不定詞、また重文すなわち主文に従属する内容がいくつか並んでいる
場合には分詞構文への変換によって主文との関係性が示されること
や、 c6that''が英語の間接話法において最も重要な役割を担っており、
重文においては主文との関係性を保つために66that''が必要不可欠であ
ることがわかった。
なお、第3章で間接話法の文体的特徴を持つ体験話法の比較も行った
が、 ドイツ語も英語も直説法過去の動詞を用いるので、間接話法と違っ
て大きな違いはなかった。
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